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会　長　挨　拶
日本比較文化学会会長　山内　信幸
　このたび、2010年6月に群馬パース大学高崎キャンパスで開催された第32回日本比較文化学会全国大会の総会におきまして、引き続き会長に選出されました山内信幸です。どうかよろしくお願い申し上げます。
本学会の前身は、1979年に故芳賀馨先生を中心とした30名ほどの会員が集まって、小規模ながらも学際的な学会を企図して立ち上げられた「東北比較文化学会」に遡ります。今では全国に5支部を有し、450名近くの会員を擁する「日本比較文化学会」として、国際的な展開を目指す学会に成長いたしました。そもそも異なった専門領域を有する研究者が集い、横断的に展開してきた「比較文化研究」ではありましたが、最近では、本学会の存在意義についての学会の認識も大いに深まり、その進展がますます期待される学問領域と見なされるようになりました。本学会が、これからの時代を見据えた活力のある、そして豊かな将来性をもつ学会となるよう、微力ながら全力を尽くす所存です。
前会長であり、現在名誉会長を務められている太田敬雄先生が3年間のご在任中に蒔いてくださった新しい学会としての「種」をいかに大きく育てていくかが、私の前任期中の課題と受け止め、さまざまな「改革」に取り組んでまいりました。本年度は、具体的には、①学会運営のさらなる円滑化と効率化、②財政基盤の安定化、③研究活動の国際化、④外部資金の積極的な獲得方策の確立などについて、さらなる実質化を目指していきたいと考えております。幸いにも、特命事項を明示してご就任いただいた副会長、一層の充実が期待される学会誌の編集責任を担っていただく編集委員長、そして活力に溢れる新事務局のメンバーから成る新執行部体制を円滑にスタートさせることができました。どうかご期待いただければ幸いです。

今後、会員の皆様のご理解とご協力を得ながら、日本比較文化学会が会員一人ひとりにとって、有意義な交流と活動の場となるように努力してまいりたいと存じます。学会員の皆様方のお力添えを切にお願いして、会長再任のご挨拶とさせていただきます。

《第３２回全国大会報告》
第３２回大会を振り返って
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第３２回大会準備委員長　前田　浩（新島学園短期大学）
日本比較文化学会に、古くから新島学園短期大学の教員がかかわってきた関係で、当初、大会は新島短大で行う予定になっていました。ところが、学会の将来の発展を考えると、四年制大学で開催すべきであるという主張があり、紆余曲折ありましたが、最終的に群馬パース大学で開催される運びとなりました。大会準備委員の中にパース大学の専任教員がいれば、仕事がやり易かったのですが、そうではなく、私たち準備委員は、果たしてうまく運営できるのかという不安に駆られ船出をすることとなりました。
野口周一関東支部長のリーダーシップのもと、新島短大の小林俊哉先生、高山有紀先生（当時、本部と関東支部の事務局）と私前田の3人が、実質的な準備委員として働きました。当初、先輩格の小林先生が大会準備委員長を務める予定でしたが、当日他の会議と重なり出席できない可能性があるということで、私が名目的な準備委員長になる運びとなりました。仕事は、3人がそれぞれの持ち味を出し、お互いが自分のできる範囲を積極的にカバーしました。同じ職場ということで、問題があると気軽に話し合って解決しましたので、仰々しい会議を開くようなこともなく、日程に追われることもありましたが、比較的スムーズな運営ができたように思われます。チームワークの所産であると感じます。小林先生は、発表投稿用のメールのアカウント開設・管理等、私が苦手なパソコンに関する仕事を担当しました。高山先生は、事務局を兼務し多忙の中、発表抄録集の作成、さまざまな連絡業務、会計業務等を担当しました。前田は、抄録集作成の他、ホテル情報・会場周辺飲食店情報の入手、貼紙の作成という地道な仕事を担当しました。太田敬雄先生（日本比較文化学会前会長）にはパース大学との交渉でご尽力頂きました。その他、援助を申し出て頂きました関東支部の会員、いろいろな方々のお世話になり、関東支部主管の大会を無事終えることができましたことに感謝申し上げます。ミスがいろいろあったかと思いますが、皆様に暖かく見守って頂きましたことに対して、この場を借りてお詫びとお礼を申し上げます。
太田敬雄名誉会長、山内信幸会長のもと本学会は大きな成長を遂げてきたと思います。このことは自体は大変喜ばしいことですが、学会はそれを支える人あってのものです。芳賀馨元会長時代のサロン的な暖かみのある人を大切にする側面をいつまでも持ち続けて欲しいと思っています。
《新役員》

副会長就任の挨拶
副会長（国際交流担当）　八尋　春海
今を去ること14年前に、久留米大学の市川郢康先生の紹介で（と言うよりも強引に入会手続き）、私は日本比較文化学会の会員となりました。他の学会にはない「ゆるさ」がとても気に入り、すっかりはまってしまいました。多くの先輩会員が口々に語る「若手を育てる」という言葉に新鮮な印象を受けました。この学会の存在価値はまさに、ここです。
このたびは、副会長に選任され国際交流を担当することになりました。粗忽者の私には丁寧な仕事はできませんが、単純に｢和気あいあいと｣ということを心に留めてこの職務を全うしたいと思っています。
「八尋」の｢八｣は、｢八十八｣のように「無限」を意味し、「尋」は海の深さを示します。つまり、「無限の深さの春の海」という意味の名前で、ある立派なお坊さんが名付けたそうです。この名前のような雰囲気で副会長の仕事に向かえればと願っています。

副会長（研究企画担当）　 奥村　訓代
前期に引き続き、山内会長のもと副会長をお引き受けすることになりました。昨年は、予定していた科学研究費への応募もうまくいかず大変心残りでしたが、今年度はいくつかのチームを早めに結成して応募したいと願っておりますので、皆さんの参加をこの場を借りてお願い申し上げます。
内容的には、1) 異文化適応に関する評価基準の作成の研究、2) 留学に対する3か国間（日・中・韓）の動向と今後のアジアにおける有利なストラテジー開発の研究、3) 時差のない韓国とのE－ラーニングを利用した単位互換とツインプログラムの実施のための基礎研究、4) 東アジアにおける日本の位置づけと今後の可能性：比較文化研究の果たす役割と効果についての研究、5) 国内外の関連大学間交流協定校におけるコンソーシアム授業と単位互換、並びに比較文化授業提供におけるデータベース化の研究、などなどです。興味のある方は、一つといわず幾つでもご参加ください。また、同時にタイトルや研究内容に関するアイデア並びに外部資金獲得情報提供と共有にご協力いただければ幸いです。
　学会としての人材交流と研究協力をもとに資金づくりと社会貢献が、同時にできればと願っています。挨拶に代えて、お願いまで。
副会長（会務全般担当）　北林　利治
副会長を仰せつかりました関西支部の北林です。日本比較文化学会に入会して25年になりますが、この間、日本の一般社会における自文化と他文化との関わり方も大きく変わり、「多文化社会」ということばもごく一般に使われるようになりました。一方で、最近の日本社会には、〈内向き〉の姿勢が感じられることもあります。日本各地のささいな特徴をごく表面的に取り扱うテレビ番組や、留学に対する大学生の興味の低下などにあらわれているようです。しかし、多文化間の理解なしに、自文化の本当の理解はできないと思います。いまこそ、諸文化の比較研究、多文化間の理解と学術的交流を目的とする日本比較文化学会の役割が社会的にも大きなものになるでしょう。会務全般にわたって山内会長を支えていく所存ですので、会員の諸先生方、どうぞよろしくお願いいたします。
《総会報告》
　前事務局長　高山　有紀
2010年6月12日（土）、第32回全国大会の会場となった群馬パース大学高崎新キャンパス8階PAZ HALLにおいて、総会が開催されました。
はじめに同日午前中に開催された理事会の議を受け、2009年度事業報告、2009年度決算報告（決算表を参照してください）および監査報告が行われ承認されました。つづいて、2010年度事業計画について、「研究活動の国際化」や「外部資金の積極的な獲得方策の確立」に努めていくこと等が報告され、2010年度の予算（次頁の予算表を参照してください）についても承認がなされました。
また会長の改選にあたり、理事会の総意として山内信幸会長の再選が提案され、総会においても承認されました。役員に関する次の人事案も承認されています（以下敬称略）。
副会長：奥村訓代（研究企画担当）、八尋春海（国際交流担当）、北林利治（会務全般担当）
理事：佐藤和博・野口周一・佐藤静・藤岡克則・丸橋良雄・山下明昭・市川郢康・崎村博文・長谷部陽一郎・金志佳代子・鈴井宣行・近藤俊明・高山有紀
監事：高橋強、玉井史絵
なお事務局、委員会、部会の詳細については、学会HPをご覧ください。
その他、報告承認された事項として、2011年度第33回全国大会が東北支部の所管で2011年6月11日に開催される件、「異文化研究部会」を「多文化研究部会」に改称する件などがありました。
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また総会の最後には、記念すべき第１回日本比較文化学会奨励賞の授与式が行われました。山内会長より受賞者中村友紀氏（関東学院大学）のご紹介
と賞状の授与、中村氏から受賞の挨拶があり、会場は拍手
に包まれました。
（2009年度決算報告・2010年度予算報告）

[image: image1.emf]科　　　　目 2009年度予算2009年度決算 科　　　　目 2010年度予算 摘要

Ｉ　収入の部 Ｉ　収入の部

１、資産運用収入 0 0 １、資産運用収入

　　　利子 3,700 1,729 　　　利子 2,000

２、会費収入 ２、会費収入

　　　一般会員 1,915,000 1,926,000 　　　一般会員 1,950,000

　　　賛助会員 10,000 20,000 　　　賛助会員 20,000

３、事業収入 ３、事業収入

　　　

『比較文化研究』配布収入

10,000 0 　　　

『比較文化研究』配布収入

10,000

４、寄付収入 ４、寄付収入

　　　寄付収入 0 120,000 　　　寄付収入 0

５、その他 0 0 ５、その他 0

　　当期収入合計（A） 1,938,700 2,067,729 　　当期収入合計（A） 1,982,000

ＩＩ　支出の部 ＩＩ　支出の部

１、大会開催関連費 １、大会開催関連費

　　　第32回大会費 300,000 300,000 　　第33回大会費 300,000

　　　第32回大会海外会員補助 50,000 50,000 　　第33回大会・海外会員補助 50,000

　　　第3１回大会提携学会補助 160,000 115,000

２、支部運営補助費

　　　支部運営補助費 50,000

２、支部運営補助費

　　　支部運営補助費 50,000 50,000 ３、『研究』発行費

　　　編集補助費 550,000

３、『研究』発行費 　　　発送費 360,000

　　　編集補助費 550,000 445,000

　　　発送費 360,000 349,005 ４、会員活動補助費

　　若手研究者海外渡航費補助 150,000

４、会員活動補助費

　若手研究者海外渡航費補助 150,000 0 ５、提携学会交流費 200,000

５、管理費 ６、管理費

　　　事務局費 35,000 57,350 　　　事務局費 35,000

　　　交通費 70,000 42,680 　　　交通費 50,000

　　　通信費 20,000 2,200 　　　通信費 20,000

　　　事務費 30,000 30,000 　　　事務費 30,000

　　　会議費 200,000 185,355 　　　会議費 200,000

　　　印刷費 5,000 0 　　　印刷費 5,000

　　　ＨＰ管理維持費 50,000 45,150 　　　ＨＰ管理維持費 50,000

　　　手数料（振込み等） 35,000 28,700 　　　『会報』編集補助 20,000

　　　その他 7,000 　　　手数料（振込み等） 35,000

　　　その他

５、予備費 150,000 168,000

７、予備費 100,000

　　当期支出合計（Ｂ） 2,215,000 1,875,440 　　当期支出合計（Ｂ） 2,205,000

　　当期収支差額（Ａ）－（Ｂ） -276,300 192,289 　　当期収支差額（Ａ）－（Ｂ） -223,000

　　前期繰越額（Ｃ） 3,142,159 3,142,159 　　前期繰越額（Ｃ） 3,334,448

　　次期繰越額（Ａ）－（Ｂ）＋（Ｃ） 2,865,859 3,334,448 　　次期繰越額（Ａ）－（Ｂ）＋（Ｃ） 3,111,448

　　　　2009年度日本比較文化学会　決算 　　　　2010年度日本比較文化学会　予算


《編集委員会報告》
第１回日本比較文化学会奨励賞をめぐって
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編集委員長　野口　周一
　昨年度最大の事業は、標記の学会奨励賞の選定にあった。私たち選考委員は、候補論文について、主に論理性、独創性、貢献性、将来性の4つの視点から選考にあたった。4視点のうち、貢献性とは比較文化学構築への貢献と本学会への寄与をさしている。

　第1回受賞の栄誉は、中村友紀氏の「The Witches of Lancashireに見る魔女表象の文化的再帰性」（『比較文化研究』No.91）に与えられた。そのうち独創性と貢献性について少し詳しく述べておきたい。独創性については「当該時代における個人と集団の関係を生み出す演劇経験が共同体を作り出す媒介となっている」という指摘、貢献性については「この論文で論じられているターナーの理論的枠組みが、他の時代の文学や社会の分析にも応用しうるもので、広く『比較文化研究』の読者への刺激となる」こと、また氏が支部例会などにも積極的に参加し、研究発表をされていることも考慮されたことを付記しておきたい。

ここで、私が編集委員長に就いたときの挨拶文をご想起いただきたい。そのとき、本学会誌における「査読」について、前会長太田敬雄氏の「落とすためのものではなく、よりよい研究にするためのものでありたい」という言葉を引かせていただいた。私は日本の近代化と軌を一にした伝統的な学界で育ってきたことにより、従来からの思いこみにより学会賞なるものの制定には当初否定的であった。しかし、本学会が新しい学会の在り方を模索するものであるならば、本学会賞も旧来の枠に縛られない在り方が想定されるべきであろう。本学会賞の今後が問われる所以であることを述べさせていただき、筆をおきたい。
《支部報告》
東北支部
東北支部では、今後下記の活動を予定しています。発表希望者はご応募ください。
1. 関東•東北合同支部大会の開催

　日時：2010年11月13日（土）　場所：宮城教育大学
研究発表希望の会員は、10/16までにA4版1枚以内で要旨を東北支部まで送付して下さい。　

2. 東北支部大会の開催
　日時：2010年12月11日（土）　場所：弘前学院大学
研究発表希望の会員は、11/6までにA4版1枚以内で要旨を東北支部まで送付して下さい。

・1、2の送付先：（郵送の場合）〒036-8577 弘前市稔町13-1弘前学院大学文学部　佐藤和博
（メールの場合）　佐藤和博宛　sato[アットマーク]hirogaku-u.ac.jp　
支部長　佐藤　和博
関東支部
関東支部では、2010年3月13日（土）に2009年度支部総会と第23回支部研究発表会（例会）が開催されました。
＊支部総会、第23回研究発表会（例会）　　

日時：2010年3月13日（土）　　　場所：神田外語学院
支部総会：役員の改選が行われ、支部長に野口周一先生（湘北短期大学）、副支部長に鈴井宣行先生（創価大学）と近藤俊明先生（東京未来大学）が選出されました。
（プログラム：研究発表）
・前田浩（新島学園短期大学）「英語入試問題作成における作問者の視点」
・三井真紀（九州ルーテル学院大学）「大学生が創り出す子育て支援文化の研究」
・花澤聖子（神田外語大学）「中国社会から見た日本のイメージ―2007年の日中共同世論調査を中心として―」
＊今後の予定としては9月18日（土）に浜松で関西支部との合同研究発表会、11月には東北支部との合同研究発表会を開催します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支部長　野口　周一
関西支部
関西支部では新たに多くの会員を迎え、活発な支部活動を行っております。2010年度3月には以下の通り、2009年度第3回例会を開きました。

＊2009年度第3回例会　　
日時：2010年3月6日（土）　14時半～17時

場所：同志社大学今出川キャンパス講武館104番教室

I 研究発表

・北守慎介（同志社大学アメリカ研究科博士課程）　「Japanese Zen Bamboo Fluteとして機能する尺八―ニューヨーク尺八道場『虚吹庵』を事例に―」

・国友万裕（同志社大学嘱託講師）　「ネット時代のマスキュリニティー―『マトリックス』と『Ｘメン』を中心に―」

II 講演

野村幸一郎先生（京都橘大学教授）「トトロは一体何者なのか？ 宮崎駿と照葉樹林文化論」

＊2010年度も例年通り10月、12月、3月に例会を予定しております。12月例会は九州支部、中国・四国支部との合同例会になります。ご発表をご希望の方は関西支部事務局の玉井（ftamai[アットマーク]mail.doshisha.ac.jp）までご連絡ください。

支部長　北林　利治

中・四国支部
中・四国支部では、支部大会として日本語・日本文化部会を開催しました。参加人数は38人とこじんまりとしていましたが、内容的には非常に濃いものでした。他の支部活動に関しては、2月に徳島で行い、今回は高知で行いましたので、次回は春に中国地方で開催予定です（現時点では、開催時期・場所ともに未定）。
＊日本比較文化学会　日本語・日本文化部会

日時　2010年8月10日（火）9時30分開始　　　場所：高知大学
（プログラム）

・開会の辞　　岩崎亜美（高知北高校）

・部会長挨拶　奥村訓代（高知大学）

・開催校挨拶　小澤万記氏（高知大学人文学部長）

・基調講演　　宮崎里司氏（早稲田大学大学院教授）「社会問題を支える日本語教育」

・シンポジウム：「外国人から見る、日本語・日本文化」

　　司会　山下明昭（香川大学）
　　パネラー　　Aji Setyanto氏（インドネシア：ブラウィジャヤ大学日本語科講師）

　　　　　　　　蒋奇武氏　（中国：安徽大学日本語科講師）

　　　　　　　　李有美氏　　（韓国：釜山外国語大学交換留学生）

　　　　　　　　Sall Vesselenyi Mate氏　　（スウェーデン：交換留学生）
・閉会の辞　岩崎亜美

・支部理事会
支部長　奥村　訓代
九州支部
2010年3月に九州支部大会が開催されました。
＊第22回九州支部大会

   日時：2010年3月13日（土）　　　場所：西南女学院大学 

支部総会において新役員が承認されました。
（支部役員）支部長：八尋春海、副支部長：北村賢介、会計：新山美紀、会計補佐：駄田井直子、会計監査：浅見良露、編集：八尋春海、安藤裕介、崎村弘文、砂川典子、広報：鶴田知嘉香
また、本部広報委員として野田四郎、本部編集委員として八尋春海、本部ハラスメント委員として今田桂子・山崎祐一が承認されました。
総会後に、田島松二先生（元九州大学教授・別府大学教授）による特別講演と研究発発表が行われました。研究発表の概要は以下の通りです。
（発表者とタイトル）
・高瀬博（福岡県立香椎高校教諭）「和文英訳における格助詞「の」の語法について考える」
・塚本美穂（福岡女子大学大学院）「Julia AlvarezのHow the Garcia Girls Lost Their Accents
における中間性と文化的適応」
・権藤磨由（元久留米大学院）「アイロニーとアイロニー的表現～反対関係理論(河上理論)の立場から～」
・松原留美（福岡女学院大学非常勤講師）「宮澤賢治とH.D.ソローの宗教的洞察と死生観」
・林裕二（西南女学院大学）「小説の中の呼称と人間関係―イシグロ・カズオの『女たちの遠い夏』より―」
・家根橋伸子（西南女学院大学非常勤講師）「観光系学科における『内省』と『発信』を軸とした文化論授業の試み」

・中村茂徳（西南女学院大学非常勤講師）「ナショナル・トラスト共同創始者ハードウィック・ローンズリィの生涯に関して―少年時代―」
・樋口真己（西南女学院大学）「生涯学習講師集団の学習組織としての力量形成（１）--北九州生涯学習講師の会（白芦会）を事例として--」
・八尋春海（西南女学院大学）「日田市の観光の現状と課題」
・藤原まみ（九州大学大学院）「ラフカディオ・ハーンの翻訳とその展開」

支部長　八尋　春海
《事務局より》
　事務局長　長谷部　陽一郎
　2年間にわたって日本比較文化学会事務局の現体制を築いてこられた高山有紀先生の後を受け、本年度より事務局長の任を仰せつかった長谷部です。新しい事務局では、金志佳代子先生（副事務局長、会計担当）、中村友紀先生（会報担当）、そして名簿管理担当としてお残りくださった高山先生と協力し、業務にあたってまいります。山内会長が上のご挨拶で述べられている学会としての目標（①学会運営のさらなる円滑化と効率化、②財政基盤の安定化、③研究活動の国際化、④外部資金の積極的な獲得方策）の達成に向けて、事務局にはこれまで以上の期待と責任がかかっていると存じます。日本比較文化学会のさらなる発展に向けて、会員の皆様の変わらぬご協力を心からお願いする次第です。
○会員情報更新のお願い

住所不明により学会誌や会報をお届けできない会員の方がいらっしゃいます。就職、転勤等によるお引越の際には忘れずに会員調査書に新情報をご記入の上、事務局までお送りください。なお会員調査書は下記サイトよりダウンロードしていただけます。
　　　＜日本比較文化学会HP--入会・会員情報変更＞

http://www.hikakubunka.jp/?q=nyuukai
＜会員調査書送付先＞

総務担当 長谷部陽一郎　　　Eメール：yhasebe[アットマーク]mail.doshisha.ac.jp

○会費納入のお願い

会費の納入にいつもご協力いただき感謝いたします。3年以上未納（学生会員については2年以上）の場合には会員資格を失うことになりますのでご注意ください。すでに納入されたかどうか不確実な場合には、下記までお問い合わせください。
＜会費振込情報＞

郵便振替口座番号：02570-6-8921　　　加入者名:日本比較文化学会

　振り込みの際には、所属支部と何年度分の会費であるかを明記してください。
＜会費についての問い合わせ＞

会計担当　金志佳代子　　　Eメール：kinshi[アットマーク]biz.u-hyogo.ac.jp 

《編集後記》
　今号より高山有紀先生から会報編集を引き継ぎました。何卒宜しくお願い申し上げます。会員諸先生方の活発な活動を反映して、この40号も充実した紙面となりました。今後も会員の皆様の盛りだくさんな話題、あるいはご意見・ご要望等をお寄せください。（中村友紀）
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総表

		

		科　　　　目		2009年度予算		2009年度決算				科　　　　目		2010年度予算		摘要

		Ｉ　収入の部								Ｉ　収入の部

		１、資産運用収入		0		0				１、資産運用収入

		　　　利子		3,700		1,729				　　　利子		2,000

		２、会費収入								２、会費収入

		　　　一般会員		1,915,000		1,926,000				　　　一般会員		1,950,000

		　　　賛助会員		10,000		20,000				　　　賛助会員		20,000

		３、事業収入								３、事業収入

				10,000		0						10,000

		４、寄付収入								４、寄付収入

		　　　寄付収入		0		120,000				　　　寄付収入		0

		５、その他		0		0				５、その他		0

		　　当期収入合計（A）		1,938,700		2,067,729				　　当期収入合計（A）		1,982,000

		ＩＩ　支出の部								ＩＩ　支出の部

		１、大会開催関連費								１、大会開催関連費

		　　　第32回大会費		300,000		300,000				　　第33回大会費		300,000

		　　　第32回大会海外会員補助		50,000		50,000				　　第33回大会・海外会員補助		50,000

		　　　第3１回大会提携学会補助		160,000		115,000

										２、支部運営補助費

										　　　支部運営補助費		50,000

		２、支部運営補助費

		　　　支部運営補助費		50,000		50,000				３、『研究』発行費

										　　　編集補助費		550,000

		３、『研究』発行費								　　　発送費		360,000

		　　　編集補助費		550,000		445,000

		　　　発送費		360,000		349,005				４、会員活動補助費

										　　若手研究者海外渡航費補助		150,000

		４、会員活動補助費

		　若手研究者海外渡航費補助		150,000		0				５、提携学会交流費		200,000

		５、管理費								６、管理費

		　　　事務局費		35,000		57,350				　　　事務局費		35,000

		　　　交通費		70,000		42,680				　　　交通費		50,000

		　　　通信費		20,000		2,200				　　　通信費		20,000

		　　　事務費		30,000		30,000				　　　事務費		30,000

		　　　会議費		200,000		185,355				　　　会議費		200,000

		　　　印刷費		5,000		0				　　　印刷費		5,000

		　　　ＨＰ管理維持費		50,000		45,150				　　　ＨＰ管理維持費		50,000

		　　　手数料（振込み等）		35,000		28,700				　　　『会報』編集補助		20,000

		　　　その他				7,000				　　　手数料（振込み等）		35,000

										　　　その他

		５、予備費		150,000		168,000

										７、予備費		100,000

		　　当期支出合計（Ｂ）		2,215,000		1,875,440				　　当期支出合計（Ｂ）		2,205,000

		　　当期収支差額（Ａ）－（Ｂ）		-276,300		192,289				　　当期収支差額（Ａ）－（Ｂ）		-223,000

				3,142,159		3,142,159						3,334,448

				2,865,859		3,334,448						3,111,448






